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※三輪小学校の子どもたち

図工の授業（水墨画）の様子

大きくなあれ 元気に登校する様子
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臨
時
会

小中学校で３か月間の
給食費を免除
〇小学校3,800円/月
〇中学校4,400円/月

1カ月の売上が前年同月比30％以上
減少している者に対し、10万円の給付

小中学生に一人あたり
1,000円の図書カードを交付

保育所・幼稚園に感染予防対策として支援

議題は「新型コロナウイルス対策」

田頭町長

　新型コロナウイルス感染症における対策と
して、町長提出議案等３案件を原案のとおり可
決した。他、工事請負契約の変更、条例改正の
専決処分が承認された。
　主な審議内容は以下のとおり。

◇
工
事
請
負
契
約
の
変
更

○
茶
屋
原
地
区

　

た
め
池
災
害
復
旧
工
事

○
一
般
会
計（
第
１
号
）

（
平
成
30
年
度
工
事
の
繰
越
分
）

○
小
川
原
地
区

　

頭
首
工
災
害
復
旧
工
事

◇
条
例
の
制
定

○
筑
前
町
税
条
例
等
の

　
　
　
　
　
　
　

 

一
部
を
改
正

◇
令
和
２
年
度
補
正
予
算

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　

 

一
部
を
改
正

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

27
万
円

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
被
保
険
者
へ
の
傷
病

手
当
金
の
支
給
に
関
す
る
特
例

新型コロナウイルス感染症緊急支援  筑前町独自支援事業

支援事業

ピック
   アップ

第１弾

学校給食費の免除　3,050万円

中小企業・小規模事業者・
農業者緊急支援

1億円

児童生徒への図書カード交付
260万円

保育所・幼稚園への
感染予防対策支援事業

220万円

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

（
内
容
の
一
部
）

・
個
人
住
民
税
控
除
等
の
見
直
し

・
た
ば
こ
税
の
換
算
方
法　

等

31
億
８
，
３
５
５
万
円

（
国
の
事
業
）

・
特
別
定
額
給
付
金
事
業

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

　

給
付
金　

等

第１回 ５月８日
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臨
時
会

小人数で作業できる
無人草刈り機を
貸し出す

公共施設トイレ手洗い改修
本庁窓口改修
自動体温測定カメラシステム

ひとり親家庭等の児童扶養手当受給世帯に
３万円の給付

小中高生の子どもの家庭に
食の支援（ひとり米５㎏）

営業自粛協力の飲食店に
５万円を支給

小中学校の臨時休業後の児童
生徒支援、職員の負担を
軽減するため、スクール
サポートスタッフを派遣

全国にふるさとの味を
配送する際の送料負担
（８月31日まで延長）

災害時の車避難を想定し
ドライブスルー形式による
農産物、エコバックを提供

令和２年  筑前町臨時議会  主な

草刈応援事業　1,364万円 公共的空間安全・安心確保事業
3,008万円

ひとり親家庭等臨時特別支援給付金
1,041万円

育ち盛り子どもたちの
「食」の応援事業
1,222万円

飲食店等支援事業
400万円

スクールサポートスタッフ派遣事業
1,875万円

ちくぜん食の仕送り便事業
446万円

ドライブスルー生活安心事業
1,906万円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

議決結果は5ページをご覧ください

　国から新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金を受け、緊急予算を追加し、議
案１件を審議。原案のとおり可決した。

　コロナ感染症対策の最前線で働いておら
れます医療従事者や関係機関の方々のご尽
力に敬意と感謝を申し上げます。
　経済対策事業として、国民一人当たり10万
円の特別定額給付金をはじめ、町独自の各種
の支援対策の事務作業を進めております。

「町長のあいさつ及び提案理由」より

◇令和２年度補正予算　一般会計　（第２号）１億５,４２５万円

支援事業

ピック
   アップ

第２弾

第２回 ５月26日
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６
月
定
例
会

　文部科学省の「GIGA（ギガ）スクール構

想」に基づき、町内の小・中学校のWi-Fi環

境を整備するため、ネットワーク機器・タブ

レット充電保管庫等の整備を行う。

６月定例会 6月5日から12日までの、8日間の日程で開催された。
報告２件・議案７件が提案され審議の結果、原案のと
おり可決した。主な審議は以下のとおり。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
措
置

の
主
な
も
の

〇
徴
収
猶
予
制
度
の
特
例

・
収
入
減
少
に
よ
り
納
税
が
困
難

な
事
業
者
等
に
対
し
無
担
保
で

一
年
間
徴
収
を
猶
予
す
る
特
例

を
設
け
る
。

〇
固
定
資
産
税

・
中
小
事
業
者
等
を
対
象
と
し
、

令
和
3
年
度
課
税
分
に
限
り
課

税
標
準
の
軽
減
を
行
う
。

・
新
規
に
設
備
投
資
を
行
う
中
小

事
業
者
等
に
対
し
、
軽
減
特
例

の
適
用
対
象
に
一
定
の
事
業
用

家
屋
及
び
構
造
物
を
加
え
る
。

〇
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割

　
　
　
　
　
　

軽
減
措
置
の
延
長

　
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
6
ヶ

月
間
延
長
し
、
令
和
3
年
3
月

31
日
取
得
分
ま
で
対
象
と
す

る
。

〇
筑
前
町「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
」

　

環
境
構
築

〇
夜
須
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

◇
筑
前
町
税
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　　タブレット自体が品薄で、いつ手
に入るかわからないと聞くが、大丈
夫か。

　　全国の自治体が取り組む事業で
あり、早急に調達の確保ができるような
方法を検討しながら、今年度中の調達
を目指したい。

（教育課長）

筑前町「GIGAスクール」
環境構築

8,127万円

夜須中学校トイレ改修工事

ここに注
目！

ここに注
目！

1億2,661万円

Ⅰ工区　5,368万円
（北側校舎トイレ改修）
Ⅱ工区　3,993万円（南側校舎トイレ改修）
Ⅲ工区　3,300万円（屋外・技術科棟・体育館トイレ改修）

創造的な子どもを育てる
ICT教育に必要な、高速大
容量の通信システムを整
備する計画です

　学校施設環境改善事業を活用し、トイレの洋
式化・手洗い場の改修・床の乾式化など、一体的
な衛生環境改善を行う。早期完成に向け、工事を
３工区に分割して実施予定（工事期間中は仮設
トイレを設置）。

ここが聞きたい！
質疑応答

GIGAスクール
構想って？

ギ  ガ

その 2

その 1
ギ　ガ

ギ　

ガ
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議
決
結
果

　

２
０
２
１
年
度
の
政
府
予
算
と

地
方
財
政
の
検
討
に
お
い
て
、「
地

方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
」の
提
出
を
求
め
る
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

議
会
だ
よ
り「
う
ぐ
い
す
57
号
」に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

6
ペ
ー
ジ「
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
」欄
の
、河
内
議
員
反
対
討
論

5
行
目

　

 　
「
保
険
税
の
引
き
上
げ
」

　

 　
「
保
険
税
の
引
き
下
げ
」

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
け

る
人
材
確
保
を
進
め
、社
会
保
障

費
関
連
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
の

財
政
需
要
に
対
す
る
予
算
の
充
実

を
図
る
に
は
、地
方
財
政
の
確
立

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
た
め
。

請

願

令和元年度筑前町一般会計予算の繰越明許費繰越

専決処分の報告（町営住宅敷地内にて発生し
た草刈中の飛石による事故）

工事請負契約の締結
（筑前町「GIGAスクール」環境構築業務）
工事請負契約の締結
（夜須中学校トイレ改修工事（Ⅰ工区））

茶屋原地区ため池災害復旧工事請負契約の変更

筑前町営住宅設置条例の一部を改正する条例の制定

筑前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

報
告

条
例

可
決

そ
の
他

可
決

可
決

発
議

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○●○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

審
議
結
果

区
分

議案名

議員名

議長　田中政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

議員の賛否

横
山
　
善
美

河
内
　
直
子

木
村
　
博
文

山
本
　
久
矢

奥
村
　
忠
義

山
本
　
一
洋

田
口
　
讓
司

深
野
　
良
二

木
村
　
和
彦

石
橋
　
里
美

持
山
　
英
幸

柳
　
　
雅
明

寺
原
　
裕
明

筑前町手数料条例の一部を改正する条例の制定

地方財政の充実・強化を求める意見書

小川原地区頭首工災害復旧工事請負契約の変更

筑前町税条例等の一部を改正する条例の制定

令和２年度筑前町一般会計補正予算（第１号）

令和２年度筑前町一般会計補正予算（第２号）

筑前町税条例の一部を改正する条例の制定

６月定例会

可
決

可
決

補
正
予
算

条
例

承
認

専
決

第1回臨時会（５月８日）

第２回臨時会（５月26日）

筑前町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定

筑前町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定

令和２年度筑前町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）

筑前町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定

可
決

補
正
予
算

提
出
の
理
由

【
結
果
】

  

意
見
書
採
択（
全
会
一
致
）

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出

総務建設
常任委員会
に付託

誤正

（反対討論）河内：減額についての配慮はされているが、消費税引き
上げで景気はますます落ち込んでいる。99万円もの保険税はあまり
にも高額なため反対。
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委
員
会
活
動

《所管課》
総務課・企画課・農林商工課・
農業委員会・都市計画課・
上下水道課・税務課・出納室・
建設課・財政課 能動的に動く委員会

　財政関係・インフラ整備・
農林商工等を所管する委員
会です。

誰もが利用しやすい「ちくちゃんバス」へ

　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
で

は
、定
例
会
が
な
い
月
を
基
本
と

し
て
、定
例
委
員
会
を
開
催
し
、

そ
の
他
、テ
ー
マ
に
沿
っ
て
先
進

地
の
視
察
や
、各
種
団
体
と
の
意

見
交
換
な
ど
、調
査
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

　

現
在
、10
回
の
委
員
会
を
開

催
し
、今
期
は「
公
共
交
通
活
性

化
対
策
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
」を
重
点
項
目
と
し
て
、先
進

地
の
筑
紫
野
市
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る「
御
笠
自
治
会
バ
ス
」と

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
」を

視
察
し
た
。

　

筑
紫
野
市
で
は
無
料
の
中
型

巡
回
バ
ス
で
補
え
な
い
地
区
を

10
人
乗
り
の
小
型
バ
ス
で
運
行
。

有
料
で
負
担
は
あ
る
が
、自
治
会

運
営
に
よ
り
住
民
ニ
ー
ズ
が
事

細
か
に
反
映
さ
れ
て
い
た
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
」

で
は
、市
内
７
ヶ
所
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
を
整
備
。常
駐
職
員
を

配
置
し
て
、自
治
区
長
が
お
こ

な
っ
て
い
た
業
務
の
代
行
や
、行

政
手
続
き
の
一
部
を
受
け
付
け

る
事
に
よ
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
み
ら
れ
た
。

　

両
者
共
に
大
変
参
考
に
な
る

取
り
組
み
で
、本
町
で
も
推
進
で

き
な
い
か
、さ
ら
に
調
査
研
究
が

必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、災
害
復
旧
の
検
証
を

お
こ
な
い
、今
後
の
対
策
に
つ
な

げ
る
研
究
や
、地
域
の
若
い
世
代

と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催

し
た
。

　

引
き
続
き
２
本
の
テ
ー
マ
に

加
え
、猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
等
を
直
近
の
課
題
と
捉

え
、委
員
会
で
議
論
を
重
ね
て
い

く
。

〇コミュニティ推進
〇公共交通活性化対策
〇防災・減災・災害復旧
〇新型コロナウイルス関係
〇各種団体との意見交換

う動いたか 総 務 建 設
常任委員会

各常任委員長が委員会の活動報告をした。

今後の取り組み
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委
員
会
活
動

《所管課》
環境防災課・健康課・福祉課・
住民課・人権同和対策室・
生涯学習課・こども課・教育課見て・聞いて・町に提言

　教育・福祉・健康・人権
等を所管する委員会です。

小学校訪問

子ども議会

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は

毎
月
一
回
の
委
員
会
を
開
催
し

「
見
て
・
聞
い
て
・
町
に
提
言
」の

テ
ー
マ
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
、町
の
小
学

校
・
中
学
校
６
校
の
学
校
訪
問
を

行
っ
た
。子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
姿

を
視
察
し
、各
学
校
の
先
生
方

と
の
意
見
交
流
を
し
た
。

　

ま
た
、大
念
寺
中
央
幼
児
園

の
無
償
化
対
象
外
世
帯
へ
の
救

済
に
つ
い
て
も
委
員
会
で
議
論

し
、12
月
議
会
で
国
・
県
に
対
し

て
筑
前
町
議
会
と
し
て
意
見
書

を
提
出
し
た
。

　

さ
ら
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
つ
い
て
は
、町
も
支
援

策
を
構
築
し
て
い
る
が
、さ
ら
な

る
支
援
が
必
要
と
、支
援
策
の
取

り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、昨
年
２
月
に
開
催
さ

れ
た
子
ど
も
議
会
で
提
案
さ
れ

た
、中
学
校
制
服
の
選
択
制
が

来
春
に
も
実
現
で
き
そ
う
な
議

論
が
高
ま
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
、子
ど
も
た
ち
や
町
民
の
皆
さ

ん
の
願
い
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
。

〇各種団体との意見交換会
〇町内の保育・福祉施設訪問
〇町外の福祉施設視察
〇学校訪問とアフタースクール視察
〇委員会学習会
〇新型コロナウイルス対策による施策の検証

委員会はど文 教 厚 生
常任委員会

令和２年６月定例会時に、 議場において

今後の取り組み

新体制ス
タート後
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一
般
質
問

横
山　

公
営
住
宅
家
賃
に
つ
い
て

は
、一
部
減
免
な
ど
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、上
下
水
道
料
金
等
の
免

除
・
減
免
・
猶
予
を
設
定
し
て
は
。

町
長
　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
手
洗
い

の
定
着
が
重
要
。上
水
道
の
減
免
は

大
い
に
考
え
ら
れ
る
。多
額
の
財
源

を
必
要
と
す
る
が
、十
分
検
討
す

る
。

横
山　

町
民
の
生
活
支
援
策
と
し

て
、町
内
で
使
え
る
商
品
券
等
を
配

布
し
て
は
。

町
長
　
国
が
、観
光
施
策
と
併
せ
て

考
え
て
い
る
よ
う
な
の
で
、町
も
国

の
施
策
と
か
み
合
わ
せ
た
形
で
、検

討
す
る
。

生
活
支
援

横山　善美　議員

特別定額給付金にかわるお祝い金を
十分に尊重して検討する

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
・
支
援
に
関
す
る
町
の

対
応
に
つ
い
て
、議
員
全
員
の
総
意
と
し
て
質
問
し
た

①
新
生
児
へ
の
給
付
金

②
上
下
水
道
料
金
の
免
除

③
支
援
商
品
券
配
布

横
山　

特
別
定
額
給
付
金
10
万
円

の
対
象
外
の
新
生
児
に
対
し
て
も
、

お
祝
い
金
と
し
て
来
年
４
月
１
日

ま
で
の
出
生
新
生
児
ま
で
対
象
に
。

町
長
　
対
策
会
議
で
も
議
論
し
た

が
、議
員
総
意
で
の
意
見
と
し
て
、

十
分
に
尊
重
し
て
検
討
す
る
。

支給された特別定額給付金

町政を問う

▶横山 善美 議員 … Ｐ８～９
▶木村 和彦 議員 … Ｐ10
▶奥村 忠義 議員 … Ｐ11
▶河内 直子 議員 … Ｐ12　
　　　　　　( 掲載は質問順 )

一 般 質 問
　６月議会では、４名の議員が一般質問を行い、町政
全般の現状や方針について報告や説明を求めた。

※一般質問に関する記事は、質問者自身で作成してい
ます。詳細は、会議録（ホームページ掲載・図書館に
設置）をご参照ください。
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一
般
質
問

①
学
校
生
活
の
指
導
は

②
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
学
習

横
山　

町
民
へ
の
事
業
の
周
知
・
悩

み
等
を
う
ち
あ
け
ら
れ
る
部
署
、ま

た
、複
雑
な
申
請
の
仕
方
を
指
導
・

助
言
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
支
援
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

は
。

町
長
　
総
合
的
な
受
付
は
総
務
課

と
す
る
。電
話
等
の
問
い
合
わ
せ
は

各
部
署
に
転
送
し
、各
課
で
専
門
的

な
対
応
を
す
る
。

横
山　

学
校
生
活
を
取
り
戻
す
た

め
に
、過
度
な
指
導
・
時
間
割
を
設

定
せ
ず
、子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
に

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
指
導

方
法
は
。

横
山　

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除

さ
れ
た
が
、ち
く
ち
ゃ
ん
バ
ス
や

公
共
交
通
機
関
で
の
買
い
物
に

も
ま
だ
不
安
が
あ
る
。
生
活
物

資
の
移
動
販
売
に
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
利
用
し
て
は
。

町
長　

み
な
み
の
里
で
、外
で
の
販

売
を
し
て
い
る
。今
後
有
効
な
活
用

を
考
え
る
。

教
育
長
　
心
と
体
を
慣
ら
し
て
か

ら
学
校
生
活
に
移
行
す
る
。カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
、内
容
の
定
着

を
大
前
提
と
し
た
指
導
方
法
の
工

夫
を
行
う
。

横
山　

筑
前
町
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
環
境
構
築
業
務
に
お
い
て
、セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考
慮
し
た
校
内
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
整
備
さ
れ
る
。児
童
生

徒
一
人
一
台
・
教
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
整
備
計
画
を
早
急
に
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

タブレットによる学習

対
策
支
援
相
談
窓
口

教
育
支
援

横
山　

災
害
時
の
避
難
所
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
予
防
策
を
。高
齢
者
・
基
礎
疾
患

の
あ
る
人
へ
の
対
応
・
配
慮
は
。

環
境
防
災
課
長
　
コ
ロ
ナ
感
染
期

を
踏
ま
え
て
の
新
た
な
避
難
所
運

営
を
考
え
て
い
る
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
解
り
や
す
く
適
切
に
発
信
し

て
い
く
。住
民
の
安
心
安
全
に
努
め

て
い
く
。

横
山　

こ
れ
ら
の
支
援
策
の
た
め

に
併
せ
て
財
政
調
整
基
金
等
を
活

用
し
て
は
。

町
長
　
今
は
非
常
事
態
で
活
用
す

べ
き
財
源
で
あ
る
認
識
は
強
い
。必

要
で
あ
れ
ば
活
用
も
考
え
て
い
る
。

避
難
所
の
感
染
拡
大
予
防
策

財
政
調
整
基
金
の
活
用

ギ　
　

ガ

みなみの里での販売

④
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
利
用
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一
般
質
問

木
村　

今
年
３
月
に
復
旧
工

事
が
完
了
し
た
中
島
池
の
堤

体
は
、強
度
を
増
し
た
施
工

事
あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
内

容
で
あ
っ
た
の
か
。

建
設
課
長
　
災
害
復
旧
工
事

は
、原
形
復
旧
が
原
則
だ
が

今
回
は
、被
災
部
と
残
存
提

体
全
体
を
一
体
的
に
改
修
工

事
実
施
。よ
り
安
全
性
が
増

し
、強
固
に
し
て
い
る
。

木
村　

中
島
池
南
側
の
農
地

内
の
水
路
の
所
有
は
、町
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、現
在

盛
り
土
で
確
認
で
き
な
い
が
。

建
設
課
長
　
こ
の
水
路
は
法

定
外
公
共
物
で
町
の
所
有
物

で
あ
る
。今
後
、相
手
方
と
協

議
し
て
い
く
。

中
島
池
の
安
全
性
は

木
村　

農
地
外
側
の
水
路

は
、下
流
域
に
水
害
を
及
ぼ

す
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
が

対
策
は
。

農
林
商
工
課
長
　
安
全
対
策

と
し
て
、防
護
柵
を
設
置
す

る
。中
島
池
に
は
、水
位
計
・

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。さ

ら
に
耐
震
診
断
を
県
事
業
で

実
施
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

ま
た
、出
水
期
に
お
け
る
大
雨

対
策
を
た
め
池
管
理
者
に
依

頼
し
て
い
る
。

下
流
域
の
安
全
対
策
は

農
地
内
の
水
路
は

木
村　

現
在
、県
本
庁
の
案

件
と
な
っ
て
は
い
る
が
、地
域

住
民
に
対
し
て
、町
農
業
委

員
会
と
し
て
も
、状
況
や
対

応
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

農

地
盛
り
土
は
、違
反
転
用
事

案
と
し
て
、県
に
報
告
し
て
い

る
。現
在
、地
権
者
・
県
本
庁
・

農
林
事
務
所
や
区
役
員
の

方
々
と
協
議
し
て
い
る
。こ
れ

か
ら
は
、解
決
に
向
け
て
地
元

第
一
と
の
認
識
の
も
と
、取
り

組
ん
で
い
く
。

木
村　

配
布
さ
れ
て
い
る
、た

め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、現

在
の
状
態
と
は
、違
っ
て
い
る
。

現
況
に
あ
わ
せ
て
一
部
変
更
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

環
境
防
災
課
長
　
現
時
点
の

状
況
を
肯
定
、認
め
る
わ
け
で

は
な
い
が
浸
水
想
定
区
域
に

与
え
る
影
響
は
大
き
い
。再
度

解
析
等
を
行
い
、現
状
に
お
け

る
結
果
に
つ
い
て
関
係
区
に

別
途
報
告
す
る
。

木
村　

農
業
委
員
会
と
の
関

係
も
あ
る
が
、町
と
し
て
、こ

の
問
題
を
、ど
の
様
に
考
え

解
決
を
図
る
の
か
。

町
長　

町
長
と
し
て
、住
民
の

不
安
解
消
に
向
け
て
県
や
地

権
者
と
協
議
し
改
善
し
て
い

く
よ
う
努
力
す
る
。

農
地
内
盛
り
土
の
対
応
は

町
長
と
し
て
の
考
え
は

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
変
更
は

木村　和彦　議員

中島池の安全施工
より強固に安全性を増す

令和２年３月完成した中島池の災害復旧工事
（総工費１億6,577万円）

改修された洪水吐



奥
村　

近
隣
住
民
の
手
紙
や

メ
モ
に
書
か
れ
て
い
る「
命
の

不
安
・
私
的
財
産
の
不
安
」

等
、盛
り
土
の
影
響
に
よ
る
、

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

措
置
は
講
じ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
胸
中
察
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、課
題
解
決
に
向
け
、

地
権
者
と
面
談
の
約
束
を
し

て
い
る
。

奥
村　

町
有
地
で
あ
る
水
路

を
盛
り
土
で
埋
め
立
て
ら
れ

て
い
る
が
。

建
設
課
長
　
法
定
外
公
共
物

で
、無
断
で
支
障
を
及
ぼ
す

工
事
を
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
禁
止
事
項
が
あ
る
。

　
県（
農
林
水
産
部
）の
案
件

と
な
っ
て
い
る
農
地
法
無
断

転
用
の
解
決
と
併
せ
て
早
期

解
決
に
向
け
て
努
力
す
る
。

町
長
　
こ
の
案
件
に
つ
い
て

は
一
歩
も
譲
っ
て
い
な
い
。

　
相
手
に
売
却
、無
償
譲
渡

す
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
考

え
て
い
な
い
。

奥
村　

農
地
法
第
四
条
に
基

づ
く
盛
り
土
は
、都
道
府
県
知

事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、な
っ
て
い
る
が
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

申
請

も
許
可
も
さ
れ
て
い
な
い
。

　
未
届
に
よ
る
違
反
転
用
の

た
め
、農
業
委
員
会
か
ら
は

原
状
回
復
又
は
是
正
を
強
く

求
め
て
い
る
。

奥
村　

法
的
措
置
に
よ
っ
て

盛
り
土
を
撤
去
す
る
方
法
は

な
い
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

法
的

措
置
の
行
使
に
つ
い
て
は
取

り
扱
い
者
で
あ
る
福
岡
県
庁

に
伝
え
る
。

奥
村　

豪
雨
と
地
震
が
同
時

に
発
生
し
た
と
き
の
想
定
は

し
て
い
る
の
か
。

環
境
防
災
課
長
　
複
合
型
災

害
の
被
害
予
測
は
難
し
い
。

　
解
析
ま
で
に
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

奥
村　

土
砂
流
が
中
牟
田
小
学

校
を
襲
っ
た
場
合
の
児
童
の
安

全
は
ど
う
や
っ
て
守
る
の
か
。

教
育
長
　
防
災
教
育
を
は
じ

め
、学
校
安
全
教
育
が
充
実

し
て
行
く
よ
う
取
り
組
む
。

奥
村　

盛
り
土
の
、土
質
検

査
・
水
質
検
査
は
し
た
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

土
質

検
査
・
水
質
検
査
は
行
っ
て
い

な
い
。

奥
村
　
盛
り
土
の
撤
去
を
望

む
沢
山
の
方
が
署
名
活
動
に

賛
同
し
て
い
る
が
。

町
長
　
そ
う
い
っ
た
方
々
の

思
い
を
十
分
に
受
け
止
め
な

が
ら
、相
手
方
と
接
し
た
い
。

11 筑前議会だより（58号）

一
般
質
問

安
心・安
全
な
暮
ら
し
を

農地に積み上げられた盛り土

奥村　忠義　議員

盛り土の早期撤去を
解決にむけて努力する

撤去を求める看板
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一
般
質
問

河
内　

３
年
毎
の
改
正
の
度

に
保
険
料
は
上
り
続
け
、利

用
の
料
金
が
上
が
る
・
制
限

さ
れ
る
な
ど
、本
人
と
家
族

の
経
済
負
担
は
重
く
な
る
一

方
で
あ
る
。必
要
な
人
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
く

計
画
と
な
る
よ
う
提
言
す
べ

き
で
は
。

福
祉
課
長
　
保
険
料
・
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
は
、事
実

だ
が
、一
方
で
地
域
支
援
事

業
・
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
等
に
よ
り
、利
用
し
や
す
い

制
度
に
な
っ
て
い
る
。

町
長
　
介
護
保
険
料
の
こ
れ

以
上
の
ア
ッ
プ
は
本
当
に
困

難
。田
舎
に
行
け
ば
行
く
程
、

高
く
な
る
制
度
は
お
か
し
い

と
思
う
。町
村
会
の
方
で
も
主

張
し
て
い
き
た
い
。

河
内　

医
療
崩
壊
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
対
策
を
行
い
つ
つ
、

住
民
・
自
治
体
・
医
療
関
係
者

が
主
体
と
な
っ
て
、将
来
的
に

も
医
療
崩
壊
が
起
こ
ら
な
い

地
域
医
療
体
制
の
整
備
計
画

の
作
成
が
大
切
と
考
え
る
が
。

健
康
課
長
　
県
の
地
域
医
療

構
想
と
医
療
計
画
の
中
で
、

地
域
医
療
体
制
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
。

河
内　

経
済
保
障
は
、低
所

得
層
に
押
し
込
め
ら
れ
た

人
々
の
生
活
・
経
営
補
償
に
重

点
を
置
く
べ
き
で
は
。

総
務
課
長
　
短
期
・
中
期
・
長

期
の
視
点
を
持
っ
て
、支
援
を

講
じ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

河
内　

コ
ロ
ナ
禍
は
、戦
争

や
災
害
に
劣
ら
な
い
大
災
厄

だ
か
ら
こ
そ
、財
政
調
整
基

金
を
活
用
し
、直
面
す
る
対

策
だ
け
で
な
く
町
独
自
の
将

来
を
見
据
え
た
骨
太
の
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
。

町
長
　
当
面
は
、国
の
資
金

を
大
い
に
活
用
し
て
、将
来
を

見
据
え
た
地
域
振
興
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
。

※

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」と
は
、高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、医
療
・
介
護
等
を

地
域
で
一
体
的
に
提
供
し
て

い
く
た
め
の
仕
組
み
。

※

「
地
域
支
援
事
業
」と
は
、

高
齢
者
の
自
立
支
援
と
要
介

護
の
重
度
化
防
止
を
目
的
と

し
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

か
ら
提
供
さ
れ
る
事
業
。

第
８
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
見
直
し
を

更
な
る
コ
ロ
ナ
禍
へ
の

対
応
を

筑前町と東峰村を
管轄している支部
（めくばーる
　　健康福祉館）

必要な人に必要なサービスを

河内　直子　議員

介護保険改正でこれ以上の負担増は許されない
町村会でも主張していきたい
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議
会
活
動

　８月26日以降、ホームページで公開の予定
です。支所窓口や議会事務局で一般質問通告
書を配布していますので、ぜひご覧ください。

令和２年９月定例会日程（予定）
月 日

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

定例会開会日　10:00～

一般質問　10:00～

一般質問　10:00～

決算審査特別委員会　10:00～

決算審査特別委員会　10:00～

決算審査特別委員会　10:00～

定例会閉会日　14:00～

会　議曜日

９

赤ちゃんの駅

　

令
和
２
年
５
月
26
日
、第
２
回
臨
時

議
会
終
了
後
、「
道
の
駅　

筑
前
み
な

み
の
里
」を
視
察
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
帯
に
や
さ
し
い「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」は
、全
国
的
に
も
珍
し
く
、授

乳
室
を
併
設
し
た
、利
用
し
や
す
い
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
兼

ね
備
え
、外
の
ベ
ン
チ
チ
ェ
ス
ト
に
は

防
災
用
品
が
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、マ
ン
ホ
ー
ル
型
の
防
災
ト
イ
レ
も

あ
り
ま
す
。

　

広
々
と
し
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
、

旅
の
疲
れ
を
癒
し
て
頂
け
た
ら
幸
い

で
す
。

　

両
隣
り
に
は
、近
隣
市
町
村
か
ら
多

く
の
方
が
訪
れ
る
、筑
前
ク
ロ
ダ
マ
ル

で
有
名
な「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
み
な
み
の
里
」・
４
種
類
の
い
ち
ご

狩
り
が
楽
し
め
る
観
光
農
園「
ち
く

ち
ゃ
ん
い
ち
ご
園
」も
あ
り
ま
す
。

　

是
非
、一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 ベンチチェスト

道
の
駅

　
筑
前
み
な
み
の
里

９月議会の一般質問通告書公開

◇問い合せ先◇　筑前町議会事務局
TEL：０９４６－４２－６６２２

E-Mail：gikai@town.chikuzen.fukuoka.jp

【応募資格】町内在住もしくは通勤・通学の方

【被写体等】風景・人物は問わず、町内で撮影したもの
　　　　　（被写体の承諾を得たものに限ります）

【応募方法】写真データを議会事務局に提出

９月議会の一般質問通告書公開

※詳しくは、ホームページまたは
　議会事務局までお問い合わせください。

議会だより「うぐいす」表紙写真募集
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記

後

集

編

第6回

ちくぜん
レポート

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
、６
月
１
日
か
ら
、よ
う
や
く

学
校
の
通
常
授
業
が
始
ま
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
登
校
す

る
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
こ
ん

な
に
嬉
し
い
と
は…

。

　

残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
の
終

わ
り
は
未
だ
見
え
な
い
。た
だ
、

今
回
の
外
出
自
粛
を
通
し
て
、

家
族
の
大
切
さ
や
・
あ
り
が
た

さ
・
大
変
さ
を
、あ
ら
た
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
今
ま
で
ど
お
り
は
、
今
ま

で
止
ま
り
」と
、新
聞
の
コ
ラ
ム

に…

。
確
か
に
、
元
通
り
の
生

活
が
取
り
戻
せ
れ
ば
幸
せ
か

と
言
わ
れ
れ
ば
、違
う
よ
う
な

気
も
す
る
。

　

元
通
り
で
は
な
い
か
ら
こ

そ
、で
き
る
こ
と
、新
し
い
こ
と

を
見
つ
け
な
が
ら
、そ
し
て
、楽

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
忘
れ
ず

に
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寺
原
）

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議　
　

長

委 

員 

長

副
委
員
長

委　
　

員

委　
　

員

委　
　

員

委　
　

員

田
中　

政
浩

山
本　

久
矢

河
内　

直
子

寺
原　

裕
明

柳　
　

雅
明

石
橋　

里
美

木
村　

和
彦

発電所全景

　

森
山
区
に
建
設
さ
れ
た「
ふ

く
お
か
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
」
が
、
い
よ
い
よ
稼
働
し
ま

し
た
。

　
「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」と
は
、

細
か
く
砕
い
た
木
材（
チ
ッ
プ
）

を
燃
料
と
し
て
発
生
さ
せ
る
水

蒸
気
の
力
で
、タ
ー
ビ
ン
を
回

し
て
発
電
す
る
方
式
で
す
。

バイオマス発電所を訪問

▶年間発電量
　約4,000万kwh／年
　（約１万3,000世帯分）

▶木材チップ量
　約７万6,000ｔ／年
　※１日に10tトラック
　　約20台分

〈 事業概要 〉

　

敷
地
内
に
は
、工
場
や
事
務

所
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、県
内

各
地
の
森
林
か
ら
運
び
込
ま
れ

た
間
伐
材
が
、６
〜
７
ｍ
の
高
さ

に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

さ
に
木
材
の『
壁
』で
、周
辺
へ
の

防
音
効
果
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

事
業
者
の
お
話
で
は
、会
社

に
と
っ
て
利
益
が
多
い
事
業
で

は
な
い
が
、間
伐
材
を
購
入
し

て
利
用
す
る
こ
と
で
、山
の
再

生
や
林
業
の
後
押
し
が
で
き

る
こ
と
等
が
や
り
が
い
に
つ

な
が
っ
て
い
る
、ま
た
、チ
ッ
プ

工
場
の
夜
間
操
業
は
行
わ
な

い
等
、地
域
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
「
と
か
い
な
か
」の
筑
前
町

は
、環
境
に
恵
ま
れ
た
住
み
や

す
い
所
だ
と
、お
褒
め
の
言
葉

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
か
ら
の
見
学
も
受
け
入

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教

育
と
し
て
、
楽
し
く
、
た
め
に

な
る
学
習
が
期
待
で
き
そ
う

で
す
。

　

お
忙
し
い
中
に
対
応
し
て
く

だ
さ
っ
た
、九
電
未
来
エ
ナ
ジ
ー

㈱
の
荒
巻
所
長
さ
ん
、秀
島
課

長
さ
ん
、グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
Ｎ

＆
Ｍ
㈱
の
河
野
社
長
さ
ん
に
、

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

筑前町の全世帯分
（約１万1,500世帯）以上！


